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日本発、アジア初の元素発見

（備考）仁科加速器研究センター調べ。『羽場 宏光 “ イラスト図解元素” 日東書院本社（2010.5.1）』、『IUPAC ウェブサイト（http://www.iupac.org/）』
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※Theodore Gray 著 「The Elements」 Black Dog & Leventhal Publishers, Inc. 2009年
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回転型式標的
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世界最高性能の装置群とスタッフの不断の努力

亜鉛
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理研線形加速器RILAC
(全長約40m)

気体充填型反跳分離器GARIS シリコン検出器
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いらない粒子

検出

イオン源＋加速器
◎世界最大の亜鉛ビーム強度！

分離装置

◎世界最高の輸送効率！

検出器
◎約100%の検出効率！

光速の10%



理化学研究所
線形加速器
RILAC

全長40メートル。
水素（原子番号1）から
ウラン（原子番号92）までの
原子核を光速の10%まで
加速することができる。

世界最高性能の装置群とスタッフの不断の努力
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世界最高性能の装置群とスタッフの不断の努力
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標的開発のための希少元素の入手が必要。

119番,120番元素の発見にむけて

ＧＡＲＩＳⅡ（開発済み）

１号機の１.７倍の効率

ＲＩＬＡＣの超伝導化（計画中）

イオン源
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超伝導空洞



３．研究者の粘り、忍耐力、努力

113番元素を理研で発見できた理由
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１．世界に誇れる最先端の装置

２．じっくり取り組める体制
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日本発、アジア初の元素発見

（備考）仁科加速器研究センター調べ。『羽場 宏光 “ イラスト図解元素” 日東書院本社（2010.5.1）』、『IUPAC ウェブサイト（http://www.iupac.org/）』


